
「長期戦略」と「東京ベイエリアビジョン」（仮称）の策定について

●2040年代のベイエリアの将来像

「新たな価値を生み出し、未来を創造」

資料1

○次世代のまちづくりのモデルとなり、東京ひいては日本の
成長につなげていくための世界を見据えたベイエリアの
将来像と、その実現に向けた具体的な戦略、取組

「東京ベイエリアビジョン」（仮称）

長期戦略

○「成長」と「成熟」が両立した目指すべき東京の姿や
将来に向けた目標と取り組むべき政策の柱

○その実現のための核となる主要な事業

東京2020大会のレガシーなどを反映

○2040年代を見据えた東京の新たな将来像

○その実現のために2030年までに到達すべき目標や
具体的な施策

長期戦略（R2目途）

長期戦略ビジョン（仮称）(R1.12末目途）

都市づくりのグランドデザイン（H29.9）

○2040年代の都内全域の都市像

○その実現に向けた都市づくりの方針・政策展開

次のステージ
へ移行

を提示

を提示

を提示

を提示

臨海副都心等における既往計画

「未来の東京」への論点（R1.8.22）

「官民連携チーム」
からの提案

○未来の東京の姿（2040年代を想定したイメージ）
○その実現のために、2030年に向けた課題 等

を提示

幅広い意見聴取、議論（都民・都議会・有識者・区市町村等）

●課題21 最新の高度な都市に変貌を続ける

「ベイエリアで新たな価値を生み出し、未来を創造」

○ ベイエリアは、都心部と並んで、東京の新たな都市像を具現化し、先進的に展開していくエリア
○ 長期戦略と調整を図りながら、ベイエリアの将来像や主要な施策の検討を深めていく

調整を図り
ながら策定

ベイエリアビジョンの策定に向けて（H30.7）

庁内検討委員会（H30～適宜開催）

○ライフ、ビジネス、エンターテイメントが融合した世界でも
最先端のまちづくり など を提示

「東京ベイエリアビジョン」（仮称）(R2目途）


